









































トー・シュテーリン（Otto Stählin，1868 － 1949）の校訂になる校訂版テキス
ト（Stromata Buch I-VI / Clemens Alexandrinus ; herausgegeben im Auftrage 
der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen Akademie der 
Wissenschaften von Leipzig : Hinrichs, 1906；Die Griechischen christlichen 
Schriftsteller der ersten drei Jahrhunderte, Bd. 2）を用い，近代語訳としては，
イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note di vera filosofia, Introdu-

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































くの人々の主となっている．5）すでに 300 と言う数字は，100 という数字の 3
倍であるが，10 という数は，完全に完全なる数字であることが同意されている．






すれば 15 である．月は 15 日目に満ちる．85.1）また別の解釈もありうる．そ
れは 120 が三角数【trigōnos；y=x(x+1)/2 のタイプの数；x=15 のとき y=120】
であるというものである．さらに別の理解によれば，120 ＝ 64 ＋ 56 であり，
まず 64 とは等しい数（isotēs）の積（8 × 8）であり，その各々を掛け合わせ
た四角数【tetragōnos；y=x2 のタイプの数；x=8 のとき y=64】でもある．そし
て 64 は 1 ＋ 3 ＋ 5 ＋ 7 ＋ 9 ＋ 11 ＋ 13 ＋ 15 である．一方 56 とは異なった数
（anisotēs）の積（7 × 8）に相当するが，この 7 × 8 とは異数の積（heteromēkēs）
であり，二を基数とする偶数の７つ分（2 ＋ 4 ＋ 6 ＋ 8 ＋ 10 ＋ 12 ＋ 14）に当
たる．2）さらに別の意味理解に従えば，120 という数字は４つの数から成る．
それは 15，25，35，45 の４つであるが，まず 15 という数字は三角数【y=x(x+1)/2；
x=5 のとき y=15】であり，二番目の 25 は四角数【y=x2；x=5 のとき y=25】，
三番目の 35 は五角数【pentagōnos；y=3x2 － x ／ 2 のタイプの数；x=5 のと
き y=35】，四番目の 45 は六角数【y=2x2 － x のタイプの数；x=5 のとき y=45】
である．3）すなわち，これら 4 つの数にあっては，どの数にも同じ類比関係
で 5 が現れる．すなわち 15 は 5 でできた三角数である【15 ＝ 5 × 6 ／ 2】．ま
た 25 も 5 の二乗であり，以下同様である．4）実に，25 という数字は 5 を単
体としてその二乗であるが，レビ族の象徴であると言われている（民数 8,24）．
しかるに 35 という数字は，6，8，9，12 という４つの数の和であるが，この
同じ数が代数学的にも【12 － 9 ＝ 9 － 6】，幾何学的にも【6：8 ＝ 9：12】，調
和学的にも【1/6 － 1/8 ＝ 1/8 － 1/12】，二つの数の対応で示せる．この日数の
期間で，7 ヶ月の胎児ができるとユダヤ人たちは言っている．しかるに 45 と
いう数字は，6，9，12，18 という数字の和であるが，3 倍の数の間の割合で示
せる（代数学的【18 － 12 ＝ 12 － 6】，幾何学的【6：9 ＝ 12：18】，調和学的【1/6
















わち 300：50，10 倍すなわち 300：30，そして 5：3 となっている（epidimoiros）．
なぜなら 50：30 は 5：3 であるから．2）さらに，300 ペキュスという数字は，
主によるしるしの象徴を述べている．一方 50 は聖霊降臨祭における希望と赦





　3）一方神殿の卓の長さは 6 ペキュス，4 本の足はそれぞれ 1 ペキュス半と










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,17）ためである．2）しかるにこの 10 という数字は，人間自身にも関
わる．すなわち５つの感覚器官と，音声器官と生殖器官，それに第 8 のものと








































































第 8 をも過ぎ行くということである．というのも第 8 であるということは，勝





一説によれば，人の胚も正確には 6 ヶ月，すなわち 182 日で形成されると言わ
れている．これは医師のポリュボスが『8 ヶ月について』の中で，また哲学者
のアリストテレスが『自然学』（ｱﾘｽﾄﾃﾚｽ，断片 282 ﾛｰｽﾞ第 3 版）において述べ
ていることである．2）思うにピュタゴラスもここから，預言者にしたがい世
界の誕生に基づいて，６を完全数と考えたのであろう．彼はこの数を「中直数」




























































































































































































































































































































































































































































































る＞（2 ｺﾘﾝﾄ 10,15 以下）．これはすなわち，場所に関しての教えの拡がりを言っ
ているのではない（なぜなら彼自身が述べているとおり，信仰はアカイア州に
まで拡張しているからである（2 ｺﾘﾝﾄ 9,2）．165.1）また『使徒行録』の中で
も，彼はアテナイ人たちの間で御言葉を述べ伝えたと述べている【使徒 17,16
以下】）．ただ彼は覚知を学んだ．それは信仰の完成である．主の教えの偉大
さと，教会の軌範に照らし，教えを超えて豊かでありたいと考えたのである．
2）それゆえ彼は少し進んでこう付言している．＜もし言葉において素人であ
ろうとも，覚知に関してはそうではない＞（2 ｺﾘﾝﾄ 11,6）．ギリシア人のある
者たちは，真理を発見したと言ってわれわれに対して自慢するがよいが，それ
は誰から学んだかを偽ってのことである．彼らは，神から学んだとは決して言
うまい．人間たちから学んだと告白するはずである．4）ただもしそうである
とするなら，言うまでもなく彼らの中のある人々が欺かれて自慢しているよう
に，遅くなって自ら学び知ったか，あるいは他の類似した人々から学んだので
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あろう．5）だが神について語る人々の中には，それが人間である限り，確か
な師はいない．それが人間である限り，神について真理を語ろうともそれは信
ずるには当たらない．弱く死すべき存在が，生まれず腐敗しない方について語
り，創造者についてその業を論ずるということになるからである．166.1）あ
るいはまた，自らに関して真実を語ることのできない者が，それ以上，神に関
する事柄について信じられるべきであろうか？　人は，神の力を欠く限りにお
いて，それと同じだけ神の言葉・ロゴスも彼のうちで力を弱める．たとえ神を
語るというのでない場合でも，神についてないし神の言葉について語る際でも
そうなのである．2）というのも人間の言葉は本性的に弱く，神を語ることは
できない．わたくしがここで述べているのは名のことではなく（「神」と名づ
けるのは，哲学者たちばかりでなく詩人たちも共通である），本質のことでも
なく（それは不可能であるから），神の力また業に関してである．3）神を師と
してこれに就く人々は，ほどなく神を想い描くに至る．それは恩寵が，豊かな
認識（epignōsis）にまで彼らを覆うからである．そして彼らは意向において意
向を，聖霊によって聖霊を観想する習性を獲得する．実に＜霊は神の深みをも
究める＞（1 ｺﾘﾝﾄ 2.10）が，＜魂だけの人間は霊に関する事柄を受け入れない
＞（1 ｺﾘﾝﾄ 2.14）．4）したがって，ただわれらの許なる智慧だけが神から授かっ
たものなのであり，すべての知恵の泉は，真理に関して推察する限りにおいて，
そこに根を有している．5）言うまでもなく，主がわれわれを教えるべく人間
の許を訪ねるまでに，多数の導き手・告知者・支度人・先駆者がおり，それは
天地の創造以来，天上界より来たるものであった．そして彼らは業により言葉
によって，救い主の来たることを，そしてその徴がどこに・どのように・何の
かたちで現れるかを告げ知らせた．167.1）言うまでもなく，律法と預言者は
はるか昔から予め考えを練ったものであり，しかる後先駆者が，来臨する方を
明らかにし，その後使者たちが顕現の力を告げ知らせたのである．2）ギリシ
ア哲学を例に取って見よう．以下の人々に限られるわけではないが，プラトン
はソクラテスを，クセノクラテスはプラトンを，テオフラストスはアリストテ
レスを，クレアンテスはゼノンを，それぞれ師として奉じた．これらの師たちは，
いずれも自らの弟子たちのみを学派として育成し，説得したのである．しかる
にわれわれの師の言葉は，ユダヤだけに留まることがなかった．それは哲学が
ギリシアだけに留まらなかったのと同様である．われらが師の言葉は世界じゅ
うに注ぎ出され，ギリシア人・異邦人を問わず，村や町すべて，すべての家々，
耳傾ける者各々に対して個人的に語りかけた．そして哲学者たちの少数ならざ
アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第６巻
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る者，すでに真理に与かっていた者たちもこれに含まれるのである．4）そし
てもし，ギリシア哲学を誰かある支配者が阻んだならば，直ちに死に絶えるで
あろう．一方われわれの教えは，そもそもその最初の告知とともに，王・僭主・
大小さまざまな支配者たちや君主たちが，およそあらゆる傭兵たち，さらには
およそ無経験な人々を遣わし，われわれに対して兵を向け，あらん限りの力で
もって打ち滅ぼそうと試みた．5）しかるにわれわれの教えは，よりいっそう
開花することになった．というのもこの教えは，人間の教説として死に行くこ
ともなく，か弱き賜物として萎むこともなく（神の賜物にか弱きものなぞ存在
しない），阻まれることなく持続した．最後まで迫害を受けるであろうと予言
されていたにもかかわらずである．168.1）しかる後，プラトンは詩に関して
こう記している．「詩人は，虚しくかつ聖なる事柄を記すわけだが，その行為
でさえ，神懸り的な，常軌を逸した状態にならなければ不可能である」（ﾌﾟﾗﾄ
ﾝ『ｲｵﾝ』534B）．2）デモクリトスも同様である．「詩人が，神がかり状態で聖
なる霊に満たされて書き記す限りの事どもは，いとも美しい」（ﾃﾞﾓｸﾘﾄｽ，断片
18）．われわれは，詩人たちがどのようなことを語るかを知っている．3）しか
しながら，全能なる神の預言者たちについては，だれも彼らをでっち上げるこ
とはできまい．彼らは神的な声の道具となっているのであるから．
　4）かくして，いわば覚知者の彫像を構築するようなかたちで，われわれは
すでに可能な限りにおいて，その人の倫理性の偉大さと美しさをスケッチのう
ちに明らかにし，示してきた．これ以降は，自然学的観想においてこの人がい
かなる人物と化すか，宇宙の誕生をめぐって論じ始めることにしよう．
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